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フクトコブシの増殖について－１．

発生と初期成長＊

西村和久・三木誠・伊藤茂・塩屋照雄

（1968年１２月１６日受理）

StudiesontheAquicultureofS"/c"Jz`ｓ‘izﾉcγsjcoJoγ‘/zﾉcγsico/o'－１．

DevelopmentandGrowth

KazuhisaNIsHIMuRA**，MakotoMIKI***，ShigerulTo****，

andTeruoSHIoYA*＊

Thewriterssuccededtogetthefertilizedeggs‘`fuku-tokobushi”SzLjc別J"ｓｃＩｊＤｅγsjcoJor
d伽McoJo7（R]DIWE）ｉｎAugust，１９６７andinvestigatedtheirdevelopmenｔａｎｄｇｒｏｗｔｈｆｏｒ３６５
ｄａｙｓａｆｔｅｒｆｅｒｔｉlization、

Theresultsobtainedaresummarizeｄａｓｆｏｌｌｏｗｓ：

１）Spawningwasartificiallyinducedbythestimulationoffluctuationsofwatertempe
rature，ｗｉｔｈｉｎｔｈｅｒａｎｇｅ２１,８～２８．０.Ｃａｎｄｔｈｅｆｅｒｔｉｌｉｚｅｄｅｇｇｓａｒｅｔａｋｅｎａｔｔｈｅｔｉｍｅｏｆｌｏｗｅｒ

ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ、

２）Theeggsaresphericalinshapeandtheaveragediameteris0.197ｍｍ（0.1846～

0.2154）includingeggmembrane，ａｎｄｔｈａｔｏｆｙｏｌｋｉｓＯ､168ｍｍ（0.1539～0.1846）infertilized
condition、

３）Thereobservedsomedifferencesinthedevelopmentbetween8Mc"J"８．畑r8icoJor
djwrsicoJorandS・cZiwrsicoJorcLqmtdZi8asshoｗｎｉｎＴａｂｌｅ１．

４）Theveligerlarvaesettletothebotｔｏｍｆｒｏｍ６６ｈｏｕｒｓｔｏｌ７０ｈoursafterfertilizati０，．
５）Ｔｈｅｇｒｏｗｔｈｃｕｒｖｅｏｆｙｏｕｎｇｓｈｅｌｌｄｕｒｉｎｇ３３０ｄａｙｓｉｓｓｈｏｗｎｉ、Fig.３．

６）ＩｔｉｓｐｒｅｓｕｍｅｄｔｈａｔＳ例Jc側liM8willreachthelegalsize（shelllength45mm）atl8
monthsafterfertilization．

フクトコブシはテングサ・イセエビとともに伊豆諸島の重要な磯根資源で，各島にわたって広く分布し外

近年観光開発が進むにつれて，その評価はますます高まり，積極的な増殖が要望されている。

トコブシについては松原（1883)u，池田（1893)2)，水産調査所（1894)3)，小竹．宮崎．河村（1953)4,5)ら」

が産卵期について，また猪野（1952)6)が成熟卵について記載し，大場（1964)7,8）が発生の全ぼうおよび第１

令の大きさ,)を明らかにした。さらに浦添（1957)'0)が標識放流について，千葉水試（1965)１１)が行動の日周腓

性について報告している｡フクトコブシについては，分布が限定されている関係からか報告は少なく東京雛

水試の投石地の生産効果についての一連の報告（1965～67)'2~14>と同水試の磯根資源報告(1967～68)15,16)に
よりその生態面の解析がすすんでいる。￣方，産卵期については倉田(1952)17)の報告があるの糸でその初期；

発生は不明である。

＊１９６８年４月，日本水産学会年会（東京）で発表した。

＊＊東京都水産試験場大島分場（OshimaBranch，theTokyoMetropolitanFisheriesExperiment
Station，Oshima，TokyoJapan）

＊*＊東京都水産試験場奥摩分場（OkutamaBranch，theTokyoMetroDolitanFisheriesExperimenti
StationOkutama，TokyoJapan）

***＊東京都水産試験場（TheTokyoMetropolitanFiSheriesExperimentStation、Tokyo，Japan）
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今回著者らはフクトコブシの種苗化試験に着目し，１９６７年８月に受精卵を得ることに成功し，以後３６５
日間の飼育を行な｣い，２，３の知見を得たのでここに報告し，参考に供したい。
本文に入るに先立ち，種々御指導いただき本稿の御校閲を賜わった東京水産大学宇野寛教授および東海
区水研相良順一郎技官ならびに終始御協力いただいた当場の倉田洋二・三村哲夫・広瀬泉各技師に心から
感謝の意を表する。

材料および方法

産卵誘発に用いた親貝は１９６７年８月１５日，東京都大島南部（通称，送信所下）で潜水採捕した個体で，
このなかから翌日，生殖腺の肥満しているものを選別しこれをガラスバット（32×22×28ｃｍ）２槽に収容し
て大場３１と同様の温度刺激による産卵誘発をおこなった。

受精後ふ化浮上した担輪子を採取し，あらかじめらん藻と付着珪藻を混合培養してある水槽に移して飼育
した。なお飼育海水は１２日目より流水とし，飼育３６５日間中の水温および比重の範囲は１１．０～27.5°Ｃ，

U,51.01815～1.02581であった。

また，３６５日の水槽飼育結果と天然（前記大島南部漁場）における連続２カ月おきの採集結果からフクト

コブシの成長を比較した。

結果および考察

産卵誘発受精卵を得たときの温度刺激によると放精（卵）と温度の関係はＦｉｇ．１に示すとおりで，

受精卵は２回目の低温時（Fig.１矢印）に得られた。

第１回刺激の温度範囲は22.8～27.4°Ｃ，第２回は２１．８～28.0°Ｃで，この低温時に通気を停止させた。放

精は１５時２０分より連続し，その５分後に放卵が行なわれた。この放卵は１０分間に３回みられ，放卵時

目立った動きはみられなかった。

発生経過本種の発生経過の概略は，つぎの通りである。受精卵は卵膜を含めた径が平均196.9’

(184.6～215.4浬)，平均卵黄径167.7,2`（153.9～184.6Jα）である。受精後４０分で第１分裂が起こり，１時

間４５分に第２分裂，２時間３５分に桑実期，４時間で原腸期となり，５時間４５分で担輪子に成長し，７

時間でふ化した。

Torsionを経過した１５時間後の幼殼の長径は平均259.5川246.2～276.9｣α)，短径は平均187.7’

（184.6～200’）でこの時期までに被面
七 子期に達したの(よ７6％であった。

〕０

１８時間後(受精後の時間を示す，以

下同様）にoperculumの形成が認め

られ４６時間後にはcephalictentacle

の発達するのがふられた。

被面子幼生は６６時間後より付着し，

または，はいまわる個体を認めること

ができる。
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ｴエユ２、ユムユ５ユ６この間のj径過を大場8)のトコブシの
Ｔｉｍｅ

それと比較して示‐ずとTable’のとＦｉｇ．１．ＳｐａｗｎｉｎｇｏｆＳ拠ZC伽ZL8CZiwγs化ODCγ

cZiDersfcoJorinducedbytheartificialおりである。両者では幼生の成長に伴

stimulationofnuctuations，ｏｆｗａｔｅｒ う形態の変化については大きな差は認
temperature・Ａｕｇｕｓｔ1611967．

められなかったがフクトコブシの場合
●Ｅｍｔｔｉｎｇｏｆｓｐｅｒｍ'

は受精後７日目になると殼長０．５ｍｍ○Emttingofeggs，

①Emittingoflumpyeggs・ 前後の個体があるにもかかわらず，い
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TableLAcomparisonofthedevelopmentaldatabetweenAjMczLj秘sciiDersllcoJor

dlizﾉeγsfcoJoγａｎｄｌＳＭｃ"JzusdIjwγSicoZorz9別ａｔ伽８．

－－．－－－~~~－－－－－－－－－－￣－－－－－－－－－－－－－－.富－－－…一一-－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一…-------.-'･･一・…－－－－－．－==＝￣=＝￣＝￣

８．伽ＤＢγ例coZor
IqljUe78jcloZo7

Ｓｐｅｃｉｅｓ ３．“wrsjcojoγ⑰q“t脱ｓ

－．－－－￣－－－－－－－－

０．２０（inciudingeggmembrane）
0.16（yolk）､…teroff……g(ｒｎｍｊｌＩ:}柵麓二3淵

」＿
１－ －－－－－－－

２ｃｅｌｌｓｔａｇｅ

４ｃｅｌｌｓｔａｇｅ

Ｍｏｒｕｌａｓｔａｇｅ

Ｇａｓｔｒｕｌａｓｔage

Trochophorestage

４０ｍｉｎｕｔｅｓ

ｌｈｏｕｒ４５ｍｉｎｕｔｅｓ

２ｈｏｕｒｓ３５ｍｉｎｕｔｅｓ

３ｈｏｕｒｓｌ５ｍｉｎｕｔｅｓ

５ｈｏｕｒｓ４５ｍｉｎｕｔｅｓ

’３０~60mmutes
l45~90ｍｍｕｔｅｓ
ｌ２ｈｏｕｒｓ５０ｍｍｕｔｅｓ

ｌ４Ｍｒｏ
ｌ４Ｍｒｓ４０ｍｉｎｕｔｅｓ

－５ｈｏｕｒｓ３０ｍｉｎｕｔｅｓ

1Ｍ.ur，
’４３～４６hours

l23dayo
I------------－－－
’２６．２～26.8.Ｃ

ｌＯＢＡ

Hatchout

Creepingstage

Appearanceofrespiratorypores

７ｈｏｕｒｓ

６６～１７０hours

22days

Ｒｅａｒｉｎｇｗａｔｅｒｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ

Ａｕｔｈｏｒ

２５．６～２７．５℃

まだ遊泳中の個体もあるなど，その差は非

常に大きかったがこの原因が飼育環境によ

るものかどうかは不明である。

成長の早い個体は５，９，１２日目でそれ

ぞれ殻長０．４９ｍｍ,0.51ｍｍ,０．７５ｍｍと

なる。１２日目になると稚貝の殻表面は桃

色となり，殻の周辺４カ所に濃い桃色の色

彩帯が出現した。この彩帯は１ｍｍを越え

る頃には右周縁部１個の承を残して消失す

る。この残った彩帯も呼水孔形成時には周

立たなく､なる。

呼水孔の形成はＦｉｇ．２に示すとおりで，

１７日目頃より呼水孔が形成されると恩わ

４

れるあたりに黒いしま状の線が１本あらわ Ｆｉｇ．２．Formationofthelstrespiratorypoｒｅ
ｏｎｔｈｅｌａｒｖａｌｓｈｅｌｌ・

れる（Fig.2-1)，この時の殼長は平均１．２５

LShelllength１．３ｍｍ（１７days，ventralmm（1.0～１．４ｍｍ）で，１９日目にわずか
ｖｉｅｗ)．２．１．７ｍｍｌｏｎｇ(２０days)．３．２１

にくぼ承があらわれてくる。２０日目に陥
days、４．２．０ｍｍｌｏｎｇ（22days，dorsal

入が認められるが，この出現率は４２％でｖｉｅｗ)．

この時の殼長は平均１．７ｍｍ（1.48～１．８５

ｍｍ）で頭部より螺頂に向って走る鎖状のしまが２本認められる（Fig.2-2)。

Cephalictentacleは黄緑色があざやかで，その長さは極めて長く殼長とほぼ同じである。epipodial

tentacleも非常に長く，この時の有刺のものは６吋である。

２１日目に陥入はさらに深まり（Fig.2-3)，２２日目に成長の早い個体では呼水孔が完成する（Fig.2-4)。

この時の呼水孔出現率は６１％，そのうち完成したしのは１５％であった。この項には黒い鎖状のしまは３本

に増加し，呼水孔の完成時のepipodialtentacle有刺のものは７対となる。呼水孔完成時の殻長は1.97±

0.1ｍｍであるが，この時点で発生の遅れているものは平均１．２ｍｍ（1.1～１．５ｍｍ）で，呼水孔も形成ざ
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れずかなり小さかった。
その後の呼水孔の増加は２８日目に４個，３１日目に６個となり，５０日目に１０個目の形成が承られた

(殻長７．１±0.3ｍｍ)。
成長人工採苗した;堆貝の水'槽内における飼育結果はＦｉｇ．３，Ｔａｂｌｅ２に示す通りである。成長と共

に餌料を付着珪藻，らん藻，千ワカメ，アオサさらにイワノリルヘパノリをと転換しながら飼育したが，ふ

化後３０日’１５０日’２７０日および３６５日後の平均殼長はそれぞれ２．０１，，，１４．７ｍｍ、２Ｌ２ｍｍおよび
24.3ｍｍである。

成長と共に殻長の個体差が大きく現われ，３６５日後には最大殻長３２．４ｍｍ，量,｣､殻長１７．０ｍｍとの差が

生じた。この飼育法では成長にかなりの差が生ずるものと考えられる。

受精後５０日’９０日’１５０日および２７０日後の殼長組成と１９６６年５月から１９６７年４月まで親貝

を採捕したと同じ漁場での連続採集の結果とを殻長組成で比較するとＦｉｇ．４に示すとおりである。

Table２．ＧｒｏｗｔｈｏｆＳＭｃⅢJzL3cliDer8icoloγcJjDersicoJor．

三二百、l雪｜③ Ｍａｘ ＭiｎＮＳ

３０ｄａｙｓ

９０

１５０

210
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２．０ｍｍ ０．４ｍｍ
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２．７
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２．９

３．１

Ｒ
ｕ
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飼育稚貝は採卵後９カ月経過した５月に平均殻長

21.2±３．６ｍｍ（11.3～30.3ｍｍ，Ｎ＝160）に成長

する（Fig.４－E)。この時期に採捕した天然貝は

30～35ｍｍを境として，２つの峰にわけれる（Fig.

4-F)。この小さい峰の平均殼長は２２．２±４．３ｍｍ

(13.6～30.4ｍｍ，Ｎ＝８０）となり，Ｆｉｇ．４－Ｅと

Fig.４－Ｆの小さい峰との殻長組成はよく一致する。

天然水域における稚貝の成長が水槽内のそれとほ

ぼ同程度と考えるとこの小型天然貝は前年の産卵期

に産卵した稚貝と推定される。大場9)によればト

コブシの第１令の大きさは飼育試験では平均殻長

24.8ｍｍ（21.8～26.8ｍｍ，Ｎ＝３)，天然漁場にお

ける連続採集からの推定では殼長22.0～27.9ｍｍ

であり，ほぼ近似していると報告しているが大島産

フクトコブシの場合も同様の結果を得た。すなわち

第１令の大きさをＦｉｇ４－Ｇの結果から計算すると，

平均殻長２５．７±３．７ｍｍ(17.5～34.3ｍｍ,Ｎ＝127）

となる。また，飼育した場合は平均殻長２４．３±３．１

ｍｍ（17.0～32.4ｍｍ，Ｎ＝９１）と天然よりやや小

さいが，これはＴａｂｌｅ２に示すとおり３３０日から

の成長がみられないため飼育環境が悪かったためと

考えられる。

連続採集５月の小型群（第１令群）は発生後１６

カ月を経過した１１月には大型群に入ってゆくこと

がわかる（Fig.４－１)。この成長割合を続けるとすれ

ば殻長４５ｍｍ（東京都漁業調整規則上の制限殻長）

をこえるのは１８カ月後と推定される。大型群は殼

長分布（Fig.４）で６０ｍｍ以上にモードが移行し

ないことから，この漁場では５０～60ｍｍで成長が

止るものと推定される。しかし，ここは他地区にく

らべキクスズメの付着が多く成長の良くない漁場な

ので，さらに他地区で連続採集し殼長組成を調査し

て漁場ごとの成長を把握し，フクトコブシの成長を

調べたい。
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フクトコブシの発生と稚貝の飼育（365日間）を

行なってつぎの結果を得れた。

１．産卵誘発には温度刺激が有効で，水温範囲

21.8～28.0°Ｃで，低温時に放卵・放精が承られ受

精させることができた。
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184.6’）である。
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３．発生j径過をトコブシと比較した結果若干の相異がふられた（Tableｌ)。

４．椎貝の成長は３０日で殻長２．０±０．４ｍｍ,１５０日で殻長１４．７±２．７ｍｍ,２７０

３６５日で殼長２４．３±３．１ｍｍであった。

５．天然産フクトコブシの連続採集と今回の飼育との結果から，殻長４５ｍｍ（

制限殻長）をこえるのは１８カ月後と推定さた。

日で殼長２１．２±３．６ｍｍ，

(東京都漁業調整規則上の
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